
（厚労省・平成25年の送検事件の状況）司法
処分件数は２年ぶりに減少し1043件／（改正
労働安全衛生法が成立）50人以上の事業場に
ストレスチェック実施義務化／（過労死等防
止対策推進法が成立）国が過労死対策の大綱
作成し相談体制も整備／ほか
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＊＊本誌ご購読の皆様へ＊＊

ビジネスセミナー「労働塾」のご案内http://rouki.chosakai.ne.jp/
バックナンバーが閲覧できます!!
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●連載　労働スクランブル○187（労働評論家・
飯田康夫） ─ 42●労務資料　「ものづくり企
業の新事業展開と人材育成に関する調査」結
果① ─ 44●わたしの監督雑感　神奈川・藤
沢労働基準監督署長　炭竈徹夫 ─ 54●今月
の資料室 ─ 56
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企業の安全配慮義務　過労死・過労自殺そのときどうする？─ ６総括編

───── 40●知っておくべき職場のルール

重大な経歴の詐称については
懲戒解雇し得る場合も

＜第35回＞「経歴詐称」

（編集部）

最終回（第40回）となる今回は、総括編として、「建設技術研究所事件」（大阪地裁平成24年２月15日判決）を例に、裁判所
が過重労働とそれに伴う疾患をどのように扱うのかを確認する。過労死・過労自殺の紛争で争点となる「労務の過重性」は、
適正な労務管理により防止することが可能だ。特に過重性の量的側面（労働時間の管理）には、注意を払うべきだろう。日
頃から最新の法令や裁判例などから学ぶことを心がけるとともに、これまでの連載の内容を労務管理の実践に取り入れて、
安全配慮義務違反が生じない職場環境作りを行っていただければ幸いである。

（弁護士・井澤慎次〔野田信彦法律事務所〕）

〈裁判例から学ぶ適正な労務管理のススメ〉

争点となる「労務の過重性」は
適正労務管理による防止が可能

── 19●連載／トラブル防止の労働法実務㉓

（労務コンサルタント・布施直春）

現行の労働条件を従業員にとって不利益な内容に変
更するためには、原則として、その従業員の同意を
得ることが必要となる。特に、賃金など重要な労働
条件の引き下げは、従業員の明確な同意書・合意書
がないと、訴訟で合意が否定される危険性がある。

労働条件の適法な引き下げ方法①
～従業員の個別同意を得る方法等～

従業員の個別同意は明確な文書で
就業規則の変更も同時に行う

─────────── 30●解釈例規物語59

第38条の２関係
〔事業場外労働における労働時間の算定方法－その３－〕

 （中川恒彦）

事業場外みなし労働協定の対象となる労働時間は
事業場外における労働時間だけである

★お近くの書店、または下記フリーFAX、労働調査会ホームページよりお申し込みください

「今からでも、働けるなら働きたい」という再就職希望のママたちに！

～パパも会社も知っておきたい46のアイディア～
　ママの働きたいを叶える46のアイディアを、仕事復
帰への敷居についてひとつずつクリアにしていった気
持ち編と、実際に働くための具体的な情報提供をまと
めた実践編に分け編集。また、働きたいニーズのアン
ケート調査結果や、少しの工夫で「自分が思うような
働き方」を実践しているロールモデルの事例や、パパ
が再就職についてどう応援したかという事例、ママス
キルを活用している企業事例も収録。
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ママの仕事復帰のために

編：NPO法人ファザーリング・ジャパン マザーリングプロジェクト
A5判／184頁（本体1400円＋税）
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